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上場政策株式の縮減目標の見直しに関するお知らせ 

 

名古屋銀行（頭取 藤原一朗）は、本日開催の取締役会にて「第 22 次経営計画」の公表目標「上場政策株

式縮減額（取得原価ベース）」の見直しを行うことを決議しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．変更内容 

 2027年度「財務」中間目標 

変更前 上場政策株式縮減額（取得原価ベース）50億円 

変更後 上場政策株式縮減額（取得原価ベース）2022年度末比30%（124億円） 

 

２．変更理由 

当行では、コーポレートガバナンス・コードの趣旨に基づき、第 22次経営計画にて「財務」中間目標

を策定し、収益性や当行のサービス向上への寄与、地域経済の成長・活性化と当行の中長期的な企業価

値向上の観点から保有の妥当性を判断し、上場政策株式の縮減を進めてまいりました。 

今回 2023年度において中間目標を達成したため、縮減目標を見直しすることといたしました。引続き、

投資先との十分な対話を経たうえで、中長期的な資本効率の改善に繋げるため、更なる上場政策株式の

縮減を図ってまいります。 

 

３．縮減により生じた資金の活用 

第 22 次経営計画の 2030 年ビジョンのありたい姿「お客さまとともに成長する地域 No.１金融グルー

プ」を目指す中で、上場政策株式の縮減により生じた資金をサステナビリティ投融資・人的資本および

ＤＸ化への投資・株主の皆さまへの還元等に充当し企業価値向上に努めてまいります。 

 

４．上場政策株式の縮減推移 

 

   

   

以上 

【参考】中間目標達成によって、2018年 3月末から

の 10年間で 200億円超の縮減となります。 

 


